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ヶ瀬 ーーギ

は、昭和47年以来、地域の自然、を教材として扱うための

山の地質について研究してきた O ここにも

の滝川流域の地質についてまとめてみた O 調査地域は、

れ、小JII(1974)によって詳しく

<地形概説>

されているので¥

として、 一中科学部の

600悦の丸火自 の

(1968) によって研究さ

を った O

の富士市域は、火山地形からみると、溶岩流の先端に近いことや愛鷹火山の山麓面を被

して溶岩が流下したためも特有な地形がみられる O 特にも各搭岩流のNE"，-，SWの方向性と階段状の溶

が特徴的である O 当地域ではも溶岩流の流動性と粘性により、流出範囲が広く、台地状の地形をつ

くりも途中で温度が変化して、念、傾斜の舌状末端を形成している O また、火山活動の衰徴にともなって

し、階段状の溶岩原になり、閉察されたときや各溶岩流の接点ではも問地も数多く残され

ている O によっては、ショーレンドーム ができることも多いO

滝川はも最大流路約 19K1露、

5都内外の滝が数多くありも変化の多い河}11である O

山では、凡夫JIlや赤淵JlIにつぐ河川である O

の河川はも溶岩の方向にのびた平行状流

域をつくりも溶岩の境界に発達しも 1つの溶岩流を樗食して

といえるものである O

る谷は少くないがも iはE その典

く地 > 
調査地域の地質についてまとめてみると、次表のようになる O

(1) 盤

は、御坂層(御坂!欝群

類似

とされている O

吉原公圏西の上水道の深井

を揚った時も地下46悦、

面下36悦のところから、

類似の緑色安 の

と より確

されも昭和 13'"'-' 14 

第

剖

率日

新
第

事己

地質年代 土也

鴻成j欝型堆積層

沖 世 粛状地土佐積層

新富士火山喰出物

(洪犠段丘)
千灸
古富士火山噴出物

/共
期
(小御岳火山)愛践火山

世
前

期

御域j習相当j議
中新控

(器八代層群，御坂j翠群，丹沢層群)

( )内は調査地域近傍の地j還を表わす.

の 内でボーリングしたときにも、 が地表下 619mでも

土也 成物

火山灰火山砂磯溶岩片

1/ 

火山氏 火山砂礁 主主武岩溶岩

(粘土砂勝、)

火山灰泥流玄武岩溶岩

火山持層物玄武岩安山岩

(粘土砂穣)

(安山者 築士鬼岩)

(粘土砂穣)

石英関繰岩 ひん岩

誠氏岩安山岩

によって確認されている O

またも

にもも

、関緑岩も凝灰角繰岩も変質安山岩などがあり、愛鷹火山噴出物の捕獲岩中

タイプのものが多いところから、櫛坂}警に相当する地躍が基盤となって

* 
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し、ることにはも いはないと考えられる O

山の噴火した位震についても小J11はも

山地の背斜斡の関の丹沢山地付近の

;こ接穂をもとめている O

(2) 愛鷹山噴出物

ブオッサ・マグナの間 の

の る {の と考え、

は、今から とさ

ることから、

の

ボーリン から、 が

は新!日 2期に分けられ、

の分布地域は‘

とされている O 山噴出物

るO

るO

の

む

は

のものは 150cmrこ

臼にかざすと斜

の砂がきらきら

入り、

に分けられ、 5鰍内外のカンラ

である O

する

である O

も不定形の 1cm内外の気泡があり、 4"'-'5仰の短冊状の斜長石を含む黒っぽい訳色の

である O 叉、肉眼で輝石は観察されるがもカンラン石は観察されなし、。新富士火山の某誌搭岩の

く焼けた火山灰土震を介在してこの溶岩流が観察される O

山噴出物は古富士火山泥流と同じように を形成する O すでに!日

山噴出物の分和する滝川流域では、伏市街地に近いところの湧水が枯渇しているのに対し‘

流水が数ケ所で湧水している O

(3) 古富士火山噴出物

当地域にはも古富士火山噴出物としては、 ロームだけである O

ずれの驚関天間沢以西に分和しも この地域には存在しない。

はも の西は

ロームのうち、中部と上部ローム層がも

らにその上に新富士火山の搭岩がおおっている O

(4) 新富士火山噴出物

新富士火山噴出物は、噴出願序と分布状態から、

山噴出物の上に約100"-' 3 0 cmの摩さで存在し、さ

i自期溶岩は駿河湾にま し、 の

は18期、中期、新期に分けている O

の地下に広く分布しも出子滞港に近い旭化成付近で

は地下約 100m tこ溶岩層が存をする O 平野部の溶岩は、愛鷹火山め溶岩説もあるが、地下ボーリングコ

アーの観察データから描いた断面関から判断して、新富士火山田期噴出物説を支持したい。従って、当

地域の大部分は、 i臼期噴出物である O

中期溶岩は、標高 200m以北の山麓tこ分布し、新期溶岩については、

ある O

く!日期溶岩類>

① 大淵溶岩(基底溶岩〉

富士火山溶岩のうち最も京範関に分布する基底の諮岩でも当地域では

火山の大淵丸尾溶岩のみで

花川戸‘三ツ沢、石坂
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地域に分布している O 一般ι多孔質でも長径 lcm内外の斜長石を含むカンラン石玄武岩である O 標式地

は富士市大淵で¥織状溶岩‘溶岩トンネんを形作っている O

② 曾比奈溶岩 I

の際高 50~ 100 mの傾斜のゆるい斜面を形成する溶岩で、火砕流を含む無斑品の溶岩が、特

徴である O 当地域では、伝法地域から三ツ沢県営住宅団地まで広く分布し、他の溶岩にとりのこされる

ように、せまい範囲で、あちこちに露出する O 滝川の三ツ沢長選寺東側、赤淵JIl花川戸滝上方の露頭で

大淵溶岩との上下関係がわかる。肉眼で観察すると無斑晶に見えるが、鏡下では、短冊状の斜長石が確

認できる O

@ 曾比奈溶岩E

当地域では、大淵地域に分布している O 小Jllによると丸火自然公関東側の滝川沿いに分布していると

しているが、むしろ

をもっ溶岩で、

@今宮溶岩 I

この溶岩はも桑崎の南の方から神戸北部、

立に対比されるものと思う O 風化によって結品の周辺がはっきりしない斜

の入山瀬溶岩や大坂、溶岩に類似している O

される O 叉鏡下ではもカンラ

にかけて分布し、肉眼で長箆2.5概以下の正方形に近

も少なくなむ、。今宮で曾比奈溶岩 Iと上下関係が確認

で、きる O

⑤今宮溶京 E

この溶持は、三ツ倉、久保町より北の小高い丘をつくりも若松町方向に続いている O さらに今回の調

ではも丸火自然公爵の東側の滝川沿いに狭長に寓北に分布しているのが明らか』こなった O この

もろい岩質でも長径 7仰の円型に近い薄片状の斜長石を含むo 1cm2あたりの斑品数も肉眼で見る限り平

均 3'"'-' 4備と少ないが、はっきりしている O

⑥今宮溶岩波

この溶岩は丸火自然公園の西側から大久保あたりまで分布する。 はあまり大きくないが、

1 . TIによく似ている O 風化した表躍の岩石はも

小JIlによって他地域の溶岩とされていた丸火白

が浮きあがって見えるため紛らわしいがも

ケ油の南のシ g ーレンドームをつく

る溶岩は、西の方へ追っていくと

く中期溶岩>

車に対比できる O

-ガラ

から千菜、勢子辻方面に分布している O 富士火山西麓の犬涼み溶岩とよく似ていて、縄状諮岩を

つくるのが特徴である O 肉眼でlまっきりカンラン石が確認できる唯一の岩石である O 津屋も小Jll、による

ガラン沢溶岩は勢子辻溶岩に酷似しているところから勢子辻溶岩ι含めたい。

の西側まで流れていることがはっきりした O 丸火自の

自然公園の東側にて

く新期溶岩>

大掛丸尾溶

970 m地点の

TIと、 ス ても Iとの が確認できる O

山からの噴出物でも南北に く分布している O 8.7 Km、幅平均 250m 

1
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よると払 C、1750土70年と

地の

よるとB￥ C¥142合士 80しく、である O
タイプで草色指数が平均 64%で、

されている O 火山灰をほとんどのせていない O 溶岩はアア

し、 O
である O

と

より

(5) 
がある O 小)11は湖成麗型堆し沢地あと tこできる、神戸にはも原臣、
からで、きているとこ上部はがありものにしている O 下部には分級された

は大

されている Oこの中から植物の化石がむ'0ろが

があるが、

、問
、司

河川の乱流によってできたもので、通称砂利マサを形成している O
は、

の三ツ沢でもをおおって分布している O 石坂、

後の研究の余地がある O

rJfM地域のi白期
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